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ナ
の
五
つ
の
植
民
地
は
ィ
シ
ド
ノi

ナ
連
邦
を
形
成
す 

.

る
。
總
督
は
、
自
ら
の
選
ん
だ
地
方
大
臣
.に
よ
つ
で
補
佐
さ
れ
る
。
.

■

連
邦
は
制
限
つ
き

^-
經
濟
的
自
主
性
を
享
受
す
る
。
ィ
ン
ド
シ
ナ
人

：
■ 

は
フ
ラ

5/
.ス
同
盟
を
迎
じ
て
あ
'ら
ゅ
る
民
間
ノ
軍
部
の
地
位
に
就
く 

.
こ
と
が
で 

§ 
る
の
で
あ
る

o
;rs
c
f
.

 

Crocker, 

;

o
n G6

— 

v
e
r
n
i
n
g

 .colonies, 1947, i>. 

60
)

，地
方
的
自
治
を
摩
則
と
し 

て
認
め
な
い
フ
ラ
ン
ス
に
し
七
は
、
こ
れ
は
大
譲
步
で
あ
り
、
例

外

' 

的
で
あ
る

o
' 

.

(

6
 >
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g
e
i
j
e
r
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D
.

H
.
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D

d
rh
c

h
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o
l
o
n
i
a
l

 

P
o
l
i
c
y

 

i
n

 

I

nc u
o—

.

.
•六
八
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(

ニ
A-
八)

,
n
e
s
i
a

 

w

ic-
i
-
h S

Q
m

e
v

 

I
n
'
d
i
c
a
t
i
o
u

 

o
H l
-I

t
s

 

A
i

m
s

.

 

C
c
l
o
n
i
a
l

 

A
d

m
i

n
i

s
t

r
a

t
i

o
n

'
1
9
5
0
, 

p
,

 

6
3
.

及
び 

p
cs
r
g .
v

a

FJ
.
S
.
;

 

C
o
l
o
n
i
a
l

 

P
o

l
i

c
y

ca
p
c bP

r
a
c
t
i
c
e
,

 

1
9
4
8
.

勿
論
ォ
ラ
ン
 V

の

，植
民
政

'策
も
時
代
に

.ょ■
り
變
遷
し
て
き

.
た
。
フ
ァ

l
l

i

ヴ
. y

ル
の
著 

'

'

,

.書
« -
.ビ
.
.ル
'
>
.に
'
お
け
.
-る
ィ
'
_ギ
.リ，.
ス-
.
.と
'
、
.
蘭
印
に
'
お
け
■■
&
'
.ォ
ラ
ン
ダ
、と 

'

の
植
民
政
策

& -

比
較
し
^ .

好
著
で
ぁ
る
。
な
お

(

4

)

の
ク
ロ
ッ
ヵ 

I

の
著
書
は
ァ
フ

9

力
を
週
つ
て
ィ
，ギ
リ
ス
と
，

7

ラ
ン
ス
と
べ
ル

.
ギ
- 

I
.の：植
民
政
策

- ^

比
.
較
じ
_
て
_
い

る

.;-
°
'

ィ

.=
¥
.

:5
.
ス‘
：
と.
_ソ
.
連
.^|

の
^
民
政

. 

策

c

とi

え
る
^

す
れ
ば

)

を
比
栽
し
た
も

•
の
に
’
は
、

一

方
的
立
場 

か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が

.S
t
a
h
i
,
-
I
c
a
t
h
i
e
e
n

 

V
B
l
-
i
t
i

-c
o
b

ts
j

n

d
 S

o
v

i
e

t

- od
l
o
n
i
a
l

 

S
y

s
t

e
m

s
,

 

1
9
5
0
.

が
あ
■
る
。
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)
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i
i
i
g
g
a
d
j
a
t
i

 

A

g

r

©

e

m
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>

n

t
 

或
い
は
！

i
i
w
g
a
j
a
t
i

 

A
Jq
- 

r

o>.
e

m
e

n
t

 

或
い
は
 

L
p

c
c

o
r

d

 

d
e

e
i

n
d

a
g

g
a

t
i

 

又
は
 

c
l
l'f
i
)
- 

r
i
b
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A
g

r
e

e
m

e
n

t
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:1ネ
^

^.
^ .

ネ
^

ア

め

獨

立
^

0^
本

の

影

響

.
ー
:;
-

ハ

ぃ
，
：：
打

劣
>
,
#、不
；ブ
：ァ
#

_

_
餐

：
ー̂

#
徵

；は

、
务
 

ょ
つ
て
.與
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ

は

日

本

降

服

前

後

の

.混
一

： 

.
亂
の
.中
に
.爲

ざ
^

^

. ©
^

あ
^

が
、.
.
.
#
^ '
ま
ま
.旣
成
事
實
.と
>な
^

...
ォ
■. 

ラ
ン
ダ
の
執
拗
な
反
對
に
も
拘
わ
ら
ず
ノ
現
在
に
あ
で
引
き
繼
が
れ
で
き
-'
. 

て
い
.る
の
で
あ
る
。

-

-

一：

''
'べ
：
1̂

四

爆

九
^

に

小

磯

內

閣

は

才; ^
> '

寒

^ :

ァ

：
に1

^

が

諌

め

ら

抖
. 

.
る

こ

と

を

約

束

し

た

？1

九

四

五

年

八

月

八

日

に

當

時

日

本

と

協

定

し

て

い
た
•ィ
ン
ド
ネ

シ
ア
民
族
生
義
密
、

ス
ヵ
•ル
/

ハSu
k
a
r
n
o

又
は
、s

o
e
— 

k
a
r
n
o
)
.
、 .

.

ハ'
.ッ

/■(
M
o
l
l
a

 
日
！

n
e
d
'
.

 

H
a
t
t
a
)
、

.，
：.ケ
.

.H.

デ
ィ
才
-

V
.グ 

ラ
ッ
トc

w
e
d
i
o
n
i
n
g
r
a
t
)

の
，三
人
は
、
寺
內
南
方
方
面
贸
令
長
官
に 

招
か
れ
て
バ
タ
ヴ
ィ
ケ
か
ら
サ
ィ
'、コ
ン
に
飛
ん
.だ
。
八
月
十
四
日
郎
ち
日
、

•■
^

,
眼
の
前
#
に
き
：代
暴
は
バ
ー
タ
：ダ
；

歸
還
し
.
W

〔

そ

^

e
 

^
ネ
：：シ

デ

獨

立
-1
暴
員
廣
ぱ
撤
夜
の
薈
議
の
.後
、
''
:

で
：ソ
广
ネ
_
プ 

:め
，名
取
伞
い
^
獨
立
宣
ー
昆
を
發
_
す

：る

義
と,

定
以
’
-/
\
月
_

?.
0 

.:
時
に
實
自
馨
ざ
れ

-
^
^县
降
暇
ば
迂

^
ご
&
に
^

て̂
始
办
て
^
'
; 

ゾ：,

ダ
：ス
の
白
沐
8
:司
令
官
岭
ゆ
办
炎
式
.
£發
隶
さ
扑
た
：
.:
0:
:
で
^
霉

：
.一
 

.
パ
と
.の
獨
立
營
言
を
、：̂:
.ラ
：
髮

人

极

日

沐̂

象̂

:y
;
K:
^
T:
7
:i
c
«

、：
 

»
け
た
第
デ
の
時
限
爆
彈
ど
务
戎
ぃ
4
§
&
.勿
時

眼

爆

彈

，ぁ
ば
^
^
^

一
ヴ
T
鹿
端
分
^
<城
讯
米
渾
愈
武
潔

1̂
噹
渡

;<
1
>で
ぁ
る
:'
>
'
%か
？
^

¥

.

) 

一：の
睡
1

微

が

意

味

は

；。
：

*

^

#

1本
軍
が
曲
領
期
間
中
、
ィ
シ
ド
ネ
夕 

ナ
、人
に
施
し
た
，「

ア
ジ
ア
人
.の
ア
ジ
ア」

と

い

ぅ

言
葉
が
端
的
に
表
現
さ 

...れ
^

精
神
勖
練
^

浓
が
.麗
數
^

^

名
^

3
に
思
^

れ
^

,;

0
.ポ 

'
_
:V:
L
-
/
:
.
.
.
.
.
.

所
謂
戰
«.
派
.で
-f
e
る
.。
' 

:

ィ
シ
*ト
ネ
グ
ナ
.■の，：

ナ
.シ
.，:3
ナ
:y
へ
ス_:A
の
^
興
は
'-
:
>

部
^
は
.業

：の

宣

傳

に
'J
:
を

愚

；へ*潔̂

は

^
本
办
膨
氍
か
^
比
獨
笼
：：
 

^
た
^
の
’
^
め

評

導

あ

务

^
東

蔸

篇

圈

と

い

カ

舊

残

ぐ

分

畀 

:

植民本國翁；
の

_

■
遭

達

辜

と

泰

ベ

#:
:

ぞ
:̂

忆
み
次
が
が
、，.

1
%

に
本
が
^
は

犬

繁

：の

民

族

、

H
M

者
達
は
對
へ
 

白協力を担

■
し：
た

0.
：
當時？

_
日奪爾，

.メ：
卑

^

/'
'
;
、
：

〈

^

も
、
今
日
汜
は
、
か
れ
は
本
心4

ら

で

は

な

く

力

便

で

•あ

っ

た

と

述

べ

て

.リ
y

ガ
、ジ
..ャテ
.ィ
捣
定
に
っ
ぃ
て
.
.[1
)

い
る
。

こ
の
貢
葉
が
辯
解
で
あ
る
に
せ
よ
、
何
れ
に
し
ろ
日
本
と
、
戰
前
.

':
:
:
.
;
,
:

よ

夕

の

彳.シ
，>*
^
グ
：
ア
：民

族

運

動

と

§
結
冷
枕
犬
睛
に
お̂

'; 

V,
-ン■

0'
1.
お
み
，
忒
& :
«
本
.の
，儺
統
时
馗
1
政̂
繁
嚴
想
免
顧
ん
れ
ば
ハ
結
，.

,■ 

ー
:^
合
.の
塞
盤
め
：な

が

ゲ

私

_
は
.か
：も
ろ
當
然
で
紀?>
:

:
;-
0

日
本
の
植
民
徽
策
に
，'へ 

,v
.
:パマ.私i

衝

ば

着

的

參

同

化

的

攝
•奮

越

^:
て
.い
^
:0
务 

ン.

ギ
ン
'X
か

響

政

策

と

囊

じ

销

，る
め
.で
：あ

る

亦
.>
フ
，ラ
ダ
：ス
の
：そ
れ
は
、
：
.

一

. ：：. ，.

理
性
：の
1

者
と
1>
-尤
人
間
被
扭
座
境
遇
め
：差
別
に
狗
：

4

^

平
等
だ
と
:'
'
.

■■
:

'

1>
ぅ

家

：货

紀

竑

來

の

自

然

法

的

火

間

觀

祀

基

：
っ
い
：
て
：

.い
'
:る

,0
之

に

：反

し_ 

が
.
；.：
て
：.！！̂

め
植
聆
政
策
：は>
ー_

國
玲
精
神
_

傷
^

:

と
1-
\

沪

非

令

理

的

信
■'
.

♦

念
に
恶
づ
く
故
に
、

フ
ラ
ン
ス
、
•の
同
化
政
簾
よ
り
% -
贾
に
■、
民
族
的
、
；
國
丨 

ンV

與
的
.ハ'
國
躲
紙
で
^

.0
:

:: ^
:
;^

^

軍
.事
的
支
@ 3
ガ
の
緒
び
.
.っ
ぎ
愚

1
齔

容
; .

一
ハ
^ .
：で
; ^
る
ヒ
|
^
.さ
.れ

^ -
^

^

.
議
_

、，：'潮
鮮
^

辦

か

て

發

揮

さ

：れ

た

こ

パ

、
.

,

.

.

.の
植
玛
政
策
思
想
は
.
•ィ
シ
ド
ネ
シ
ア
.に
お
い
て
.も
同
樣
に
發
現
.し
.た
，ら
：
. 

，し
い
。
オ
ラ
ン
ダ
の
，蘭
|

ィ
イ
ト
副
總
督
で
あ
つ
た
フ
.ァ
ン
•
モ
ー
ク 

:
.
(
H
u
b
e
r
t
u
s

 

J;. 

v
a
n
、
M
o
o

k
)

は
、
.「

日
本
の
意
向
を
有
效
な
ら
し
め
'

..

;.
.
-
'
i
.-
'

^
串

: ^
と
t

て
窜
事
；̂

集

中

货

へ

政

游

的

宣

傳

の

機

^

を
^

グ

へ

レ

ネ

ト
'

し
た
わ
け
•で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
班
事

)

的
！̂
渉
の
7
ク
セ
サ
リ
と
し
ノ
: . 

で
：展
亂
し
.た
；の
ザ
好
っ.た
、
；J
a:

記
^

秀

な

民

族

で

あ

る

と

い

ぅ

思

想

の

上

に

立

っ

た

。

「

他

に
^ -
し

て

あ

ま

り
 

.

に
も
侵
略
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム」

は

「

ア
ジ
ア
人
の
.た
め
の
ア
ジ
ア」

*

.の
ス
口 
I

ガ
.'/
に

も

拘

わ

ら

ず

、

東

南

ア

这

ア

の

人

々

を

惹

き

つ

.け

る

こ
 

无
#

ず

き
'な

好
.っ

ヘ

たm
:

朝

鮮r

 

_

服

及

び

也

亂

に

：
お

げ

：る

經

驗

：
：

. 

-■
は
、.
東
南
ア
ジ
1
人
に
、
日
本
に
よ
る
解
放
は
統
治
者
の
變
化
の
み
を
意
• 
'

，
二 

>

ぃ-
: 

' 

六
九
，

バ
ー
1-八
.九)

,

.
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-

ヨ
田
學
會
雜IT

•第

四

十

六

卷

第

四

號
'

:

、

.

•味
し
、
よ
り
よ
い
狀
態
へ.の
燧
化
を
意
味
し
な
い.こ
と
を
敎
免
た」

と
モ
，

.丨

.ク
ー
は
述
べ
で
い
る
。
し
か
し
日
本
の
過
去
の
•捕
民
政
策
。
つ

い

て

現

祂. 

:
^

崖

：の
^

@
欢
知
|̂
;:
を
杏
沒
_

5
准
.が
術
嚴
間
で
_
务
出

播
,&
^

^

>̂'
.-'-; 

に
お
け
る
日
本
の
勝
利
は
、
逆
に
こ
れ
ら
の
地
域
の
民
族
運
動
に
對
し
て 

大
き
な
刺
戟
と
な
つ•た
と
^
は

•一
 
晚
に
認
奶
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
，で
あ 

'^
■■
.し
か
し
と
に
か
く
日
本
民
族
日
取
優
秀
の
思
想
と
敢
事
的
統
治
は
、
規 

，地
人
を
日
本
か
ら
離
反
さ
せ
る
要
因
と
な
つ
た
こ
と
は
苜
肯
で
き
る
。
嘗

,
 

ー
ン
で.
^

î .
M ,
(9
:;
.
民
族
運
紙
を
^

^

:U-
麻
都
^

^
潮
樵
爾
^

稾
®

^

 ̂

:
:
_紧
の
蓮
謝
：̂

^

^

^

_通

本

_

着

1 ;
1

地
域
: |
校

し
て
は
大
來
Bg
共
榮
圈
と
い
ぅ
ス
ロ 
I
ガ
ン
に
よ
り
獨
立
を
約
策
し
、た
。
 

，.が

か

の

 i

 

#

.

¥

^

、
,.
.
'
':0
本

が
1
族̂

#
義

者::
'
'
: 

•

;̂
-%
握
_
敏

が

：々

炫_

_
®v
*
、
，
パ
植
思
她
支
配
如
ち
め
解

^

?苗
身
f

;が
寶
は
帝
國
'

i-h

義
麗
で
尨
な
玲
'

)

し
か
し
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
.日
本
の
衝
擊
は
東
南
ア
ジ
ア
‘諸
地
域
の 

ナ
ゾ
ョ
ナ
リ
ズ2
勃
興
の
氣
運
に
火
を
つ
け.た
。
，，そ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

へ.
^
•从
で
特
に
碧
1>
げ
。̂

0 -
;
獷

西

茫

聲

理

セ

.
ア
ジ
ア
ん
の
ア
ジ
ア
、
と
い
ぅ
思
想.、
K.
西
洋
、
反
オ
；ラ
V
ダ
带
國
主 

'義
の
思
想
に
一
部
の
考
.殊
に
靑
平
達
が
共
鳴
し
た
こ
と
で
あ
今
第
二

 

.

.
に
：は
、.
£
:を
齋
づ
け
る
も
の
、と11
^

■•
•
.日
本
軍
が
實
カ
を#
て
西§

：-
<

を
' 

\

.

.願
逐

レ

、
：：
舊
_
亨
を
破
歡
し
^
こ

と

ゼ

あ

る0
:嘗
ル
オ
艺
；>

人̂
め
»

め
',
': 

て
ぃ
た
_

_

ひ
一
，部
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
與
ん
ら
れ
た
。
，統
治
者
； 

と
し
て
の
日
本
人
は
.オ
ラ
ン
ダ
人
よ
り
も
拙
劣
で
あ
つ
た
か
も
し
れ
な 

ハ
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
イ
ゾ
ド
ネ
ン
ア
人
に
從
來
よ
り
責
任
あ
る
地
位

、

.

1.

七
〇
’

-
L

 
九
.0
>
 

.

に
卽
か
.ぜ
た
こ
と
^
贫
り
、
自
分
達
で
も
で
き
る
、
ア
ジ
ア
人
で
も
で
き 

、
.る
、
と
い
ぅ
，自
信
を
植̂
:つ
け
る
こ
と
と
な
つ
た
。
第
三
に
日
本
逛
は
、

ィ
ゾ
ド
ネ
グ
ア
の
胄
ギ
達
に
對
し
て
精
神
訓M
ば
か
り
で
な
く
汛
事
訓
練 

を
も
與
え
た
。.十
四
歲
か
、ら
、
二
十
五
歲
迄
の
靑
少
年
は
徵
集
さ
れ
、
眾 

-V
事

敎

憲

慶&

隹

'、̂

^
每
0-
>
:遍

養

玲

人

ゼ

見

た

：
て

ら

水

た

1
<
, 

形
に
、
し
れ
が
れ
聲0 -
、
非
人
間
的
叫
び
を
あ
げ
て
銃
劍
の
刺
突
を
敎
え 

V

 

一
^

め
电
如
が
0
'が
冷
^
て
^
体g

敗
^

ァ

諸

地

.
；

； 

V:,

域
ゆ
政
龄
的
混
亂
ど
儘
满
的®

^
め
中
ま
1

出
名
汍
耙
。
' 日
沐
は
^H

 

-

に
ょ
っ
てk

i
s
T

ジ
ア
を
失
っ
た
が
、
目
歓
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
失
わ
れ 

.
た
の
で
あ
，る
。
オ
ラ
ン
ダ
が.ィV

?

不
シ
'ア
に
戾
っ
て
來
た
時
に
は
、
日

，

:

.'

.
'
'
へ
本
が
反
西^

ー
皮
植
民
主
義
必
氣
傳
は
そ
の
肇
を
完
了
‘
て
啪
り
フ
ォ 

:

替
K

V

C体

、
，
；
！
：

2

€̂>
'
勝
€
欠
1

^
極
^
る
塒
限
爆
彈
^
直
面
す
る
こ
と
に.
.
_ 

*
な
，つ
た
の
で
あ
る
？

 

. 

,

.

、

：(

1
 

ノ 

v
.

a
n

d
e

n
b

o
r

s
c

F
.

A
W

m
g

;

 

I
n
d
o
n
e
s
i
a
.

 

M
i
l
l
s
,
-
L
e
n
­

n
o

x

 

A
,

 

a
n

d

 

A
s

s
o

c
i

a
t

i
o
n

s
; 

T
h

e

 

N
e

w

 

"
W
*
o
r
l
d

 

o
f

 

‘" 

s
o

a
t

h
e

' ^s
t

 

A
s

i
a

'
1
9
4
9
'

p
.
.

 1
1
2
.

•
o

 
ソ 

Wolf, 

Jr.. 

Charles; 

T
h
e

 

J
ya.
ots
<3
>
-3i
p
s

Story,

' 1
9
4
^

v
i

i
i

.

 

- 

■'
■
:
-:
'

_)

：
-:
'
:矢
孜
良
波
雄
：『

軍
亊
的
と
_

牝
的
、
日
领
植
民
政
策
比
轅 

土
'.
.
':'
；(

論 

i
f 

f 
取

國

生

：
i
'f
f
.
究

暂

(

4

)

，そ
れ
故
に
、
ア
フ
リ
カ
か
犖
林
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
官
吏
の 

.
子
供
が
.ア
フ

.

リ
.
カ
-
人
_の：子
供
達

.の

.
學
校
の
；ク

」

フ
ス
.

の
中
に
.
坐
リ
、
そ
.

.

.-'
,
の

土'坶

夕

ァ7
リ
：，方
^

で
あ
る
0(

F
, Crocker ;

o
n Go

v
e
r
n
i
n
g

 Colonies,/P.52,

>:
:

<6;
;v
;矢

內

；
原^'
雜
'
.^ :
揭

鄭
.
^

e
--
k
。

へ

、
：
：

'.
'
:.
.
.
.
.

ジ

::
-
-ソ

:,
.
パ

リ 

(

6

>go
o
k
,

 

H
.
J
.

 

v
a
n
; 

T
h
e

 

Stakes 

of 

D
e
m
o
c
r
a
c
y

 

in Southeast Asia, 1950, p. 128. 

V

/ 

(

7) 

Ibid., p
,
153.
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.

„
,■
: 

• 

-■
■•■:•■
. 

:
: 

.

.

.-
©.
: 

. 

„ 

. 

- 

i.
 
.
 

•

:

I
,
'
ぃ
..、
'
3 
一. 

.

.

.

.
,
^

ギ
^-
.:又
軍
の
占
.領
期
間
'
'
:
'
.
:
'
' 
.
■•
-.
 

.

,

0;
求
降
眼
故
、'
:
_
イ

成

不

％

ダ

ァ

说

何

處

の

.軍
_
め
.ぉ
ガ
^

: 

へ
き
が
、.
可
能
性
は11

っ
'■
'
*-ア
，メ
リ
力
と
イ
ギ
リ
ス
で
あ
つ
た
。
實
際
に
お
.

一.
_
'い
：て
は
ぷ
：殷
め
康
游
を
裏
切
っ
で
；イ
默
ひ
ス
萆
が
^

の
任
務
忙
あ
龙
を
ど
:,
- 

と
と
な
つ
た
ー
イ
シ
•ド
ネ
シ
デ
め
民
族
主
義
溝
、
特
に
ス
.カ
ル
ノ
が
ア
メ 

リ
カ
獨
立
戰
带
、
或
い
は
リ
ン
ガ
I

ン
に
惹
か
れ
て
い
た
こ
と
、
•
イ
ン
ド 

'

•'
:■
■ネタ
で
.の
最
抓
め
寶
银
_

ア
#

”

ガ
を
藤
範
起
七
た
霉
め
^

翁

^

だ 

と
、
な
ど
か
’ら
推
し
て
、
イ

ン

.!
'

ネ
シ
ア
人
が
ア
メ
リ
カ
眾
め
來
る
こ
.と 

を
歡
迎
し
て
い
た
か
ど
ぅ
か
は
別
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
雄
の
代
り
に
イ
ギ

■ 

リ
ス
.眾
が
來
た
こ
と
は
イ
.ゾ
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ラ
，
ン
ダ
双
方
か
ら
遺
憾
と
さ 

•

れ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。，
イ

'
ギ
リ
ス
眾
は
突
然
の
戰
讲
終
結
の
'た
め
に 

维

備

不

足

で

ぁ

,0
\

最
初
の
そ
の
眾
隊
、
そ
れ
も
小
部
隊
が
グ
ャ
ヴ
ァ
に 

.
^ '

陸
す
る
：

迄
、：；：

卽
_

:0
朱
^ '
■

後
か
ち
九
1 :
:

^

_

_卷
ゆ
为
週
間
览
_

v

ト
ネ
シ
ア
政
府
の
建lfK
-に

讓

し
、
日
本
軍
か
ら
の
武
器
の
受
領
と
い 

1
:
オ
ラ
ン
ダ
に
と
つ
て
の
第
ニ
の
時
限
爆
彈
が
仕
樹
け
ら
れ
た
の
で
あ

，リ
ン

ガ
ジ
ャ
テ
ィ
協
定
に
つ
い
て

.

⑴

：

.パ

.

イ
ギ
十
ス
軍
の
イ

'/

ド
'
ネ
シ
ア
占
領
は〕
1'九
四
.五

年

九

月

ー

.
ー

十

九 

レ

、
四

六

铝

十
—*
•
月

ー

ご

十

日
, ^

で
.行
尨
わ
れ
た
一P
で
あ
る
^

そ
の
重
要
な
：
 

.佐
敫
⑷
洗

.の
':r

一
一
っ
：
で

あ

：
づ

：
た

。
，

.：.

f

、■

巧
^

ル

て

い
•£
:
-ー

ん

萬

三

〇.0
-0
萬

の

：日

本

軍

隊

の

武

裝

解

除

1
沐

還

還
-'

'

'
, 

第1:

一'崎

-.
1:

」

0
萬

以

：上

如

ザ

：ラ
：>
者

び

表

の

他

め
 

ど
被
監
禁
者
'の
解

放

、.，保
護

で

■あっ
た
。
そ
し

て

：
こ
.ホ

ち

の

任

篇

令

遂

行 

す

る

む

は.：A
ギ
リ
ー
ス
軍
は
弱
膛
に
ず
ぎ
ヽ
^

安

維

特

勿

た

め

舊

日

本

軍

を 

使
乱
土
な
ホ
れ
&

^
な
い
^

さ̂
克
あ
つ
へ
た
の
^
あ
る
.
-0
:

-」
'

.

.イ
ギ
..■
リ
■ス
：軍
■に
對
す
る
イ
V
ド
ネ
ゾ
.ア
识
0
'#
難
..は
、、̂

'

」

.

.
イ̂
- ¥
: v
.
 

ー
ズ.が
海
外
に
多
>
>办
植
民
地
を
:#
;
う
.帝
爾

囊

國

で
.あ
り
'
槔
っ
^
帝
國
.

.:え
び

龙

西

痒

靈

早

、
.バ
國
際
連
合
憲

«
の
籍
神
を
犯
^
來
と
い
.ぅ
尤
と
：，

の
思
想
が
察
實
と
な.つ
で
砠
.お

れ

，て

は

、
イ
ゼ
リ
ス
は
と
も.か
パ
&
ラ
y
 

: 

^;
の
チ
>

表̂
女
ゲ
べ
：§

歸

冷

对

能

呤

し

、
：：之

^

^

:1
;
た

乂
^

あ

っ

た

。

こ

れ

に

對

し

て

，オ
ー
ブ
ン
ダ
側
の
イ

1

キ
リ
ス
軍
に
毁
す
る
憤
徹 

は
、
第
.一
は
經
濟
的
問
題
で
、
イ.ギ
,
ス
が
イ
ン
ド
ネ
グ1
と
競
爭
的
地
：
 

位
に
あ
る
英
領
マ
レ
イ
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
.に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
復..

”：：興
钇

妨

げ%

_
碎

集
1痛
政

故

細

問

題̂
^
.沐
リ
；
ス
：沾

暴

は

、
：立

^̂

子
を
突
持
し
'
そ
れ
を
交
渉
の
相
手
と
し
て
認
め
た
ご'と
、
.で
あ
る
。
こ 

::

め
第
一
..

I
.

の點はせ藤ャギァ

.

.̂
.ス
多
十
ー
フ^.

の
權
威
あ
•る
政
庇
と
し
て
認
め
た
こ
と
、
後
め
リ
ン
ガ
ジ
ャ
テ
ィ
協
定
の

s

基
礎
^.
4
_犠

6
■
把
渉
が
際
-©
論
#.
觀
％
襲

及

含

む
'-
-:0
:
從

：っ
.
^

■

七1

。(

ニ
九1

)



11

一
田
學
會
雜
餽
第
四
十
六
卷.
第

西

號

' 

、
ノ

ノ
 

, 

*

と
の
イ
ギ
リ
ス
の
厳
置
は
、
日
本
に
焚
き
つ
'け
ら
れ
た
‘叛
亂
分
子
を
茁
當 

な
^
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
國
政
府
と
し
て
認
め
て
し
ま
つ
た
も
の
で
、
後
に 

生
じ
た
遺
憾
な
諸
事
件
の
禍
根
であ
る

と
し
て
ホ
テ
ゾ
ダ側
、

特
に
オ

ラ 

-

y

广
め
保
守
主
義
者
加
ら
强
く
非
難
さ
れ
て
い
る

も

の

で

あ

る
。

’ 

オ
ラ
ン
ダ
の
保
守
主
義
者
、
卽
ち
、
植
民
地
を
維
持
し
、
オ
ラ
ソ
ダ
帝 

ヴ
國
を
靡
際
警
私
强
周_
吹

:1
>
办
上
5:
;
匕

す

み

思

想

；の
：代

表

的

人

_
太

. ̂

て
、
戰
爭
中
オ
ラ
ゾ
ダW -
相

で

あ

，つ
た
へ
ル
’

V

ラ
ン
デ
ィO

P
：
S. 

G
e
r
-

 

b
r
a
n
d
y
)
，

が
あ
る
。
彼
に
ょ
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
軍
最
高
前
食
目
マ
ウ
ン
ト 

バ
ッ
丄
ア
y(

M
o
t
m
t
l
D
a
t
t
e
n
^

は
' 

.イ
ギ
”
ス
軍
到
着
前
に
、
义
ャ
ヅ

%

, i

K
■

暴

絮

霞

卽

時

办
^

觀

钇

雜

,
；：た
ネ
妒
~
^
入̂

*
武

裝

解

除

も

於

共

加
»
の
栺
：：.： 

導
潜
達
を
速
捕
す
る
ょ
ぅ
要
求
す
べ
き
だ-つ‘た
と
い
ぅ
'。
イ
ギ
リ
ス9

、

ジ 

ャ
ヴ
ァ
占
領
艰
同
令
官
ク
リ
ス
テ
ィ
ソ
ゾ

(sir. P. A
.

 
c
b
r
i
s
t
i
s
o
a

か
は
所
謂
典
#

©
め
：搰
遵
者
也
_
隱
塥
會
議
电
顧
廣1>
;
炫
^

1
比
共
和
國
：
 

政
府
を
の
政
治
的
權
カ
と
し
て
認
め
た
こ
と
を
意
味

•し
た
。
之
に 

對
し
オ
ラ
ゾ
ダ
の
極
览
方
面
取
司
令
官
ヘ
ル
フ
リ
ッ
ヒ

S
N
L
J
J
e
x

丨
::

hhr
i
c
l
l
)
_

^ '
.^
浐
ト
パ
着
l
:i
:

r:
:̂

I:
:
j 懸

^
抗
議
办
寬
報
を
朽：
^

-

た

。

し

か

し

マ

ウ

ン

ト

バ

ッ

テ

ン

は

オ

ー

フ

ゾ

ダ

政

府

に

ょ

づ

て

指

摘

さ

れ
 

-

た

範

圍

に

取
1:
'

贫

ク

':
»

;
ズ

デ

汰

ソ
^

の

宣

霞

を

訂

頭

梂

レ

炫

が2
 

一
- '

1
ン
.デ

.4
;

©

氣

蜇

，9
_

^

久

に

：、

)

_

和

國

政

府

、
，

||
]
.
ち

彼

め

ー

見

嫌

に

ょ

机
 

:

ば

飯

亂

軍

嚴

碎

乘

る

だ

吹

撰

連

か

軍

1

的

衍

漸
.が

餐

翁

■

は
へ
せ 

:

.ず

、
に

め

親

に

、
：二

典

別

賴

侧

炎

入

.：ッ

翁

上

會

議

修
 

•

5

で

あ

る

フ
- T

ン

•

デ

ル

ン

ブ

ラ

ス(

<s
« a
p
 

a

ol-
i

p
l

a
s

)

を

强

制

し

た

。

七

ニ

，(

ニ
九
ニ)

且
つ
オ
ラ
ン
ダ
海
外
領
土
相13
-
1
へマ

：>

 

へJ
‘ff
l

,

>

L
o
g
e

•日a
n
n
)

に 

オ
.ラ
ン
ダ
の
未
來
の
政
策
、に
つ
い
で
宣
言
、し
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

臌
立
が
.

.
認
め
ら
れ
る
べ
き
範
圍'に
つ
い
て
發
表
す
る
ょ
ぅ
壓
迫
し
た
。
要
す
る
，に 

.

イ
ギ
リ

ス
、は
オ

ラ

ン

ダ
側
と
イ
ソ
ド
ネ
.シ
ア共

和

と
を
會
談
さ
せ
ょ 

5-
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。
之
に
對
し
オ
ラ
ン
ダ
侧
、
少
な
く
と
も
へ
ル
ブ 

、
ラ
ン
デ
ィ
は
共
和
國
側
は
日
本
に
鼓
吹
さ
れ
た
叛
亂
軍
，で
、あ
り
、
從
つ
て

-

,
.ぃ
沈
れ
ば.
:J
:
v'
:
'̂
'
©
m^-
:^
^

0;f
c

.-
o
:t
..... 

政
策
の
思
想
で
あ
り
、
こ
れ
の
現
地
に
お
け
る
代
辯
者
は
オ
ダ
ゾ
ダ
囉
同 

令
官
.へ
ル
フ
リ
ッ
ヒ
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
之
に
對
し
て
^

ラ
ン
ダ
の
現̂

-

の
文
官
代
表
者
達
め
態
度
は
政
情
の
混
亂
も
手
肾
つ
て
か
錯
綜

し
：て

い

へ

：

る

。

バ

タ

、ヴ

イ

ア

の.
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
の
オ
ラ
ソ
ダ

.

. 

代

表

で太
つ
；
仏
フ

ァ
ゾ

•

デ

ル
V

フ
ラ
ス
は

1

九

四

五

咩

九

月

十

六

日
バ

V

^

^

T

*
到
着
：ぬ
_

_
馬

：一：戰
#
犯
罪
人
：で
_
ぃ
限
り
、
夂

日

本

名
領

用'>
:
:
:
. 

;.y 

rの

政

治

的'.
#

念 

>
观
IV
-I
1
政
治
的
活
.
⑷
軟
に
イ
ダ
^
ネ
シ
ブ
に
お
.い

て

. 

敵
對
的
行
動
权
と
ら
れ
が
い
、
と
い̂
態
度
を
と
つ
_た
。
し
か
し
紙
ゆ、

' 

. 

'フ
ァ
ン
ス
ト
と

デ
ロ
リ
ス
ト

的

方

法

を

用

い

'
た

ス
カ
ル
/
と

交
渉
-せ
，
ず

、
：
， 

.

と
，

加
し
た
。
と
こ
.

ろ
が
十
月
四R

に
は
ス
カ
ル

ノ
を
含
む
民
族
主
義
者
：

.
達
を
會
議
の
^
め
に
招
聘
し
た
。
ス
カ
ル
ノ
は
之
を
拒
资
レ
た
--
:
'
\
0
;
:

そ
：>

」

で

.. . 

ブ
ラ
ス
は
ス
カ
ル
ノ
：を.强
制
的
.に
會
曝
に
連
れ.て
!-
<
-る
ょ

，

舉

求

し

，
た

.

が
' 
之
は
イ
ギ
リ
ス
側
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ソ
ン
に
ょ
.
.つ
て
拒
.絕
名
れ
た
。
' 旦 

つ
^'
'v
.

^
ブ
；
ン
：
广
：本

亂

政

莳

と

親

她

め

副

總

督

プ

：

.
 

、
.翁

明

^
担

否
^
お

贫
#
今

：
し

が

し̂-
.
rグ
：は

長

くW
の
；̂

を

守
ら
な
か
つ
た
と
云
わ
れ
る
。
十
月
十
五
日
に
彼
は
、
ス
カ
ル
ノ
を
除
外 

し
な
い
如
何
な
る
共
和
國
の
グ
ル
ー
ブ
の
代
表
と
も
交
渉
す
る
と
と
，に
反 

•對
し
な
い
と
述
べ
た
。
そ
し
て
十一月
一

日

に

モ

ー

ク

ば.ス
カ
ル
ノ
と
會 

議
し
だ
の
で
あ
る
。
オ
ラ

v

ダ
本
國
政
府
と
、
現
地
侧
で
は
へ
ル.フ
リ
ッ
- 

.ij

が

之

に

反

對

し

た

，が
、

.し
か

し̂

:
領
，土

相P
'丨
•へ
マ

ン

は

モI
ク
を 

.爱
持

し

た

々

十

：

12
月

ニ

：
：
日

.
に
へ

^

l^'
v:
^:
:
.は
、
^
.力
ル
':7
:
自

身
で
比
な
. 

-
く
て
彼
.の
首
相
シ
ャ
.リ
ル(

s
o
e
t
a
n

 s
j
a
h
r
i
r
)

' i

.の
#
談
.を
認
め
た
。

ノ
こ
の
よ
う
に
し
て
オ

I,

フ
ン
ダ
侧
は
徐
々
，に
共
和
國
と
會
談
す
を
方
向
に
動 

い
.て
#：
た
の
で
あ
る
。

へ
ル
ブ
ラ
ン
デ.ィ
•の
遺
憾
と
す
k
?i-
フX

V

■側
の 

^
張
0
軟
$

^
、(

4
ギ
.リ
本
她
0
壓
迪
が
ど
'^
程
度
_
い
'て
.
い

恕

扣

は

詳 

ら

か

，で̂
い
。

へ'ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
ィ
ギ
リ
ス
批
判
は
中
々
嚴
し
い
。
ィ 

ギ
リ
チ
ぬ
自
分
の
ア
ジ
ア
の
利
益.が
無
傷
な
よ
う
に
、
よ
り
正
確
界
は
そ 

.、の
利
益
に
な
る
よ
ゲ
に
動
い
て
い?)
-
。

「

ィ
ギ
リ
ス
は
多
く
の
傷
か
ら-の

. 

ッ
：出
血
^;
贫
レ
.ん
セ
^
る
が
、
ー.ぞ
の
陳
盟
者
だ
る
オ
ラ
分
ダ
ば
：絞
め
殺
ざ
れ
.

つ
つ
あ
ハ
ろ
00
-」

し

か

しi

ア

メ

リ

カ

人

は

、
'，
も

し

ア

メ

リ

カ

軍

が

イ

ン

：.ド
ネ 

'
シ
浐
邊
領
安
行
な'つ
.た
：な

ら

ば>
'
の̂

士

分

な

軍

事

カ

：に

'0
:
ヴ
0
本

軍

め.

ふ

武

籠

傅：

戰
©
捕
虜
.の
虜

被

S

よ
り
圓
滑
に
行
今
た
龙%:
し
れ
な
：ぃ
.-
;
;°:
..

し
か
し
ナ
ゾ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
間
勝
は
や
は
り
起
つ
、た
ろ
う
。

r

こ

の

よ
-5
. 

な
狀
況
下
に
ア
メ
リ
力
が
，ィ
ギ
リ
ス
よ
り
成
功
し
た
と
は
思
わ
ル
な
い
。」 

、結
局
ィ
ギ
リ
ス'U-
仕
堪
の
队
贤
上
必
然
的
に
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ィ
ン
ぴ
ネ
ゾ 

ぐ
ナ
_双
方
か
ら
d
ら
ま
れ
る
と
い
'う
貧

乏

錄

を
い
た
の
，だ

と

レ

う

こ

と

^
バ
 

な
つ
て
い
る
。

'

オ
ラ
ン
ダ
と
ィ
ン
ド
ネ
グ
ア
共
和
國
、

「

双
方
よ
り
試
.み
•ら

れ

た

妥

協

• 

, 

r

 

-
•

，リ
ン
ガ
、ジ
ャ
テ
メ
協
婼
に
、つ
い
て
⑴

 

.

吖
努
力
は
ィ
ギ
リ
ス
の
干
渉
に
よ
っ
て
よ•り
容
易
に
な
り」

リ
ン
ガ
.”
 々

,-
r
;
協̂
定
把
結
复
わ
た
。;1
>
'
-:か
じ
典
和
國
^
の
.交
渉
そ
^
も
.の
'を
無
用
の. 

.も
の
と
み
る
ホ
ラ
ン
ダ
の
保
守
主
義
者
に
と
つ
て
は
、
ィ
.ギ
リ
ス
は
、
ォ 

.
ラV

タ
本
來
の
政
策
を
酵
迪U
て
•叛
亂
軍
に
對
す
る
緩
和
政
策
へ
と
偏̂-
- 

'
さ
せ
.た

の

で

あ

る

' 0

. 

• 

‘

(

I

)

二
十
九
白
と
い
う
の

.

は
異
說
も
'
あ
る
。

:、
■ 

(

2

)

モ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
、ジ
ャ
ヴ
ァ
と

K

マ
ト
.ラ
の
み
に
一
〇
萬
丁

ニ
.
.
.-'
'
:
-: -

0 ;
,
.水
銃
、ー

0 -
0 ^
0

が
1 :
-

1

1
〇
：〇

0;
の
难

だ
何
千
ト
ン
と
い
う
藤
藥
が
あ
つ
た
と
い
う

.0

；！y
l
oo -
k

;
 o

p
.

 

c
i
t
:

;
'
丨 

V
P*-
V
.
1
9
S
.

:V
':'
G
.か

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

-

ゥ
す
ル
フ
が
、

ィ
、
ン
.
^
:ネ
.シ
ア
：軍
.
の
裝
?

 

と
し
て
あ
ザ
て
い
る

I

五
禽
丁
-
の
小
銃
、五

0
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0

以
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小
武
.
器
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換
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銃
、

^
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製
か
も
し
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三
甶
學
會
雜
誌
第
四
十
六
卷

.
第
四
號
，
'

.

.

H
isieJ 

1
9
5
0
, 

P
,
1
1
,

(

1 2)
o
H l
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; 

o
p
,
,

 

c

i

rT1
§
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/

■■
:
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-
. 
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.
くし
'
' 

て

-
:
:
.
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:

-

'

.

-

.

.

;

'

.

-

:

,

4

協
定
.成

立

ま

で

の

經

緯
. 

■-

,
リ
ゾ
ガ
ジ
ャ
チ
ィ
協
务
は
、
あ
る
意
眼
で
找
植
民
本
國
-^
し
て
の
オ
ラ 

ゾ
ダ 

'と
、
そ
の
植
民
地
と
し
て
の
ィ
ン
ド
ネ
シ
て
と
の
政
治
的
關
係
の
改 

_
で
あ
る
。
そ
し
て
オ
ラV
ダ
■が
、
b
の
協
矩
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
ぅ
ド 

、.
.が
立
續
に
到
達
ず
を
賞
で
に
ー
は
：數

ゲ

©
段

階

が

ぁ

っ'*
4
.そ
.ぬ
|

^
は
ぶ
>-
''

九
四
一‘一
年

十

一

一

片

六

.0
の
ゥ
ィ
ル
へ
ル
ミ
ナ
女
王

(
Q
d
e
e
n

 

W
i
l
b
e
r

 

日i
n
a
)
.

の
ラ
ジ
オ
放
邊
で
あ' つ
た
。
 

• 

• 

. •

、

(

'
■:
;
-e
れ(

は
::
:
'
.オ

.9
,

ぎ̂
^

^

:̂^
ィ

'/
寧
に
鼓
わ
れ
^

.
:^

.
_し
■て
い
た
時
代
.に
、一.
.

ィ
y

K
ネ
シ
'、ア
の

未

來

の

政
^
形

態
■の
間

題̂

と
り
.
.

-

ぁ

が

窀

の

で
，̂

—、種
.
コ̂
モ
翁

エ
ボ
ー
ス
：の
：思

親

愈

み

^
れ

る

數

が

法

〜

 

;鼠
さ
.れ
1
;«:
ち
、

(

：
塞

き

|於
來

の

；ハ
全
4
フ
シ
.興
茁

國)
會

議

の

勸

逍

：
：： 

を
待
た
ず
と
も
、
.，彼
ら(

オ
ラ
ゾ
ダ
本
國
と
海
外
諸
領
土)

は
、

一
つ
の
. 

コ
モ
ン
ゥ
>
ル
ス
の
方
向
に
向
ぅ
で
お
ろ
ぅ
。
こ
れ
に
ば
オ
ラ
ン
ダ
、
ィ 

ン
ド
.ネ
シ
ア
"
ス
リ
ナ
ム
及
び
ク
ラ
サ
オ
，が
、
相
互
援
肋
の
用
意
は
備
え 

一
な
.が
が
、へ
内
飯
事
情
に
つ
が
て
は
#.
地
艰
完
金
.な
良
立

;>
布
動
；©
自

_
を
厂
：
 

•%
つ
て
參
加
す
る
、
と
い
ぅ
こ
と
を
豫
觅
し
て」

，
い
る
。
；戰
爭
が
終
り
、
オ 

,
テ
ン
ダ
政
府
が
本
國
に
儒
還
し
.た
後
、
.殆
ん
ど
勞
働
黨
の
代
議
土
か
ら
成 

.

.
:
:
る

崖

：生

義

的

敗

閣

は

、
：
：

-;
め

放

遂
:€
>
基

盤
^
上

に

政

策

を

進

め

^
^
^
;

〉 

し

;̂
'
ぞ

し

て

ご'の
線

ね

沿

次

た

：詐

鹫

は

.、
遍

民

政

歆

め

麗

也

改

で

を

：
，
.
/ 

'約
朿

し

：、
：へ
か
丸
芑

_
年
來
ぬ
標
準
か
ら
す
れ
ば
'

*命
的
性
將
0'
も
の
で
-:

.

.
七

四

(

ニ
九
四)

.

、

(

1)

：
 

- 

.

あ
つ
た」

七
評
價
さ
れ
て
，‘い
る
9
し
か
し
こ
の
ウ
ィ
ル
へ
ル
ミ
ナ
の
激
邊

\
.

.

に
つ
.い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
國
內
の
保
守
派
、は
興
な
る
解
釋
を
採
つ
•
て
い 

た
。
へ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
は
、

.放
送
中
の「

戰
後
忙
、
王

國(K
i
n
g
d
o
m
)

_

:
.1
-1-
:

^

^

め̂
實
賢
朌
恙
鹰
观
戈
に
苒
譽
芩
芬
ど
板«1
能
で
ぁ
.:; 

へ.
—

0
:-
.

-:
'
.
;

」

：,：：私
い
:̂
箇

所

ぬ

カ

點.を
:®
,^
$

.°
政
は
、
.

^

...

.

の
理
想
は
統1

さ
れ
た
> 
分
割
す
る
こ
と
の
セ
き
な
い一
王
國
で
あ
り
、

分
一
だ
の
：■
藤
部
分
減
ぜ
歷
暴
發
展
の
進
路
於
從
い
、ベ
：最
高
の
程
度
の
國
內

.

彳

ん

統

治

と

自

由

：乞

享

受

す

ベ

^
で
あ
る
^
と
を
明
6
か
u

.:
b
fc
i
と
.す
る
。
I 

.

,

放
送
中
に
は「

私

£

活

は

、
如
何
な
る
政
，治
的
統
一
も
、
如
何
如
^

V
.國
民
的
結
集
%'
、
そ
の
人
民
■の
大
多
數
の
自
發
的
受
容
と
信
念
に
よ
っ
て
.■

'■
'

、
、
安
持
さ
れ
る
ご
と
な
し
に
は
存
在1續
け
る
こ
と
.が
で
き
な
い
こ
と
を
知
、

;--
:
'.
.-っ
ず
化
る
：

」

.：を
か
ボ
句
が
ー
ぁ
* .

.

こ
一
のS

致

的」

ん

い

う

言

藥

が

、
：
，後

に 

.

-
ィ
^
^/
ネ
タ
デ
^
 

だ
。
'之
に
說
し
て
-'

-
ル
.ブ
ラ
シ
.デ
ィ
は
、.
'
:
こ〗

.の
句

を

，
ハ
.ッ
タ
そ

の

他

力

し

た
よ
う
に
、
驢

領 

.. 東
*'r

シ
'ド
が

：.

1..

.主
權

國

家

を

構

成

し

、
：
オ

.ラ
。
ン.ダ

->
自

發
.的
に

^

^

を

交
 

,
'
.
渉
す
る
^
と
だ
.け
を
耍
東
し
た
.も
.の

->
解

釋

す

る

の

：は

非

常
-̂
^
り

,̂
と
.
.

:,.
■
■
■

)

: ^
.
>
ri:
發
执
受
容
宏5 〉

は
■

め
狀
態
、.政
府
の
現
■

態
に
：對

す

る.
 

忠
誠
に
づ
い
て
言
及
し
て
い
るO'
で
あ
る
。
そ
れ
は
當
時
か
ラ
ン
ダ
が
全.
 

力
を
擧
げ
.て
ド
ィ
ッ
.、
：...
白
本
と
戰
爭
し
て
い
た
こ->
を
.思
え
は
明
&
で
^

る
。
こ
の
よ
う
な
狀
況
下
に

p
i

が
王
國
の
分
解
を
考
え
，る
か
、
と
い
う
の'

:
、
ぺ
が
彼
の
論
皆
で
細
^

^

ヲ

分

プ

销

內

に

拉

う
に
、

一•股
的
，な
オ
ラ
ン
ポ
の
敗
策
と
共
和
國
侧
と
の
間
に
も
相
違
が
あ

，
- 

,

つ
た
。
そ
れ
は
先
ず
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
#
議
は
す
る
が
、
對
•
'

日
協
ガ
黄
ス
*:
ル
を
ど
执
會
議
ぜ
ず
、

^

':
^

$

政

策

忙

現

わ

れ

た

0
.が
--
:
:
<
.
.
:
: 

し

て「

ー-.
1年
後
の
、
.オ
ラ
ゾ
ダ
の
政
治
的
根
柢
は
依
然
，と
し
て
ィ
'ン
ド
ネ

ラ
.
V

ダ
、，-?

J—

y
卞
本
シ
^

0
見

解

は

齒

罪

常̂
遠

：い:^
^
戍
明
^
か
：
£
 

:
',
. 

あ
つ
た
の
で
あ
る。

.
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へ
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九
四
扣
&

.

1甩
セ
0:
0;
に
:̂
^
リ
ー
ル̂

调
が
^
ン
^'
ネ 

國
に
成
立
し
た
。

シ
ャ
リ
ル
は
、

ス
カ
ル
ノ
、
ハ

.タ
タ
と
異
り
、
日
本
占
領. 

中
に
#
!1
1
中
に
入
っ
^
旧
本
簾
に
爆
'^
て
趙
满
を
氣
み
^

^
沒
ぁ
::
^
:°
;-
\

' 

:は

そ

办

概

據

着

づ

：
た
:°
束

疮
'V
:
ズ
^
領
軍
&
:
^
=
\
ス
：
テ
ー.ィ^:
ダ
將
軍
や
ハ 

指
示
の
下
に
、.十」

月
十
七
日
に
-、
フ
ァ
ン
'«
モ
ー
ク
‘と
シ

.ャ

リ

ル

の

間 

に
最
初
の
非
公
式
の
會
議
が
な
さ
れ
た
。
し
か
1
こ
の
會
談
は
オ
ラ
ン
ダ、 

取
隊
の
ィ
.ン
ド
ネ
シ
ア
復
歸
の̂

題
を
廻
っ
て
決
婴
し
た
ダ

-V
'
リ
ル
は 

'典
朝

國

の#
|
4於
徽
冷
ら
れ
弁
い
成_「

_

泳
1
肅
件
_

^
お
.い
て
へ 

'%
、
之
に
赞
成
す
る
こ
と
は.で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
ィ
ン.ド
ネ
シ
ア
に
，
.

、
«:
;
尤

钇

於

囊
^

(

、：̂

國

政

俯

は

：之
龙
鎭
壓
ゾ

'絲
翁
^'
';
§
:
著

1

含
；

「

.： 

な
い
な
が
ら
も
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
一
派
、
/
へ
マ
ダ(

p
e
m
o

-aa
)
(

靑
年

極

變

麻

を

憲

絮

，

i.

き

■

違

妙

■

雪

'
,

.

0̂:
た

:^
右

ゆ

<1
:
'”
か
霞
的
暗
碟
ど
社
會
的
混'@
1
$
'
攀

; ^
ス

審

五
日
、
ィ
ゾ
ド
ネ
グ
ア
、

’オ
ラ
ゾ
ダ
間
の

j

父
渉
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
，側
代 

表
渚
で
あ
る
モ
I
ク
は
本
國
に
行
っ
た
。
と
こ'ろ
，が
一
ヶ
月
の
滯
在
の
後
、 

■彼
が
パ
タ
グ

M
ア
.に
歸
っ
て
來
た
時
に
は
事
觸
は
好
轉
し
て
い
た
。
こ
れ
，

1
第

一
に

は

、

ィ

ギ

リ

ス

政

麻

とオ
ラ
ン

ダ

政

府

と

の

チA

ッ
:*
-I

ズ
に 

,

■!
?

ン
‘
ガ
'ジ
ャ
テ
イ
協
足
に
つ
い

.
て

⑴

お
け
る
會
說
、
第
一E-
は
、ス
ヘ
ル
メ
ル
ホ
ル
ン

(
s
c
h
e
r
m
o
r
h
o
r
s

勞
t

〔

il
;

黨

政
#'
.呤
よ
?>
-
、
ぺ

共

和

國

は

無

慨

ざ

れ

、

-#
用

が

い% -
'

の
と
：さ

れ

る

べ
.

^-
^
は

な

く
-#
面
^^
^
交
渉
さ
る
べ
き
も
の
ぐ̂

-^
^
緖

怕
^
識
^

^

;--
,;
^

ぜ

ー

れ

レ
;£
:
.:也 

■ 

へ

' £
餐

の

政

策

宣
|
霖

な

さ

識

，
_

、
：ー

舊
_

_

原
—
裏

ン

づ
く
才
ラ
ソ
ダ
；土_
^
:'<
ゾ
ド
.ネ
シ
ア
の
た
め
め
紙
治
禪
造
に
つ
い
て
の.

-
*
言
で
あ
Q
fe
':
°
卽

廣
^
オ
ク
ゾ
^
政
府
は
ー
：
，
：
ゆ

.：
イ̂

:^
^
タ
^
'.
€
>人

展'

ベ
:-
,-.
ゆ
、
續

僦

期

間

支

敗

洗

ら

置■

>■
の
政
治
制
■

冷
^

®
ぬ
教
茨
し
：

':
-ノ
晷
る
、
：.と』

ぅ

見

赋

を

翁
0
€

」

の
オ
.ラ
：ゾ^;
:
0-
宣

言

.
#
^
々

協
に
つ
い
て
の
努
カ\
更
に
イ
、ギ
リ*ス
大
使
、
ケ

ア

卿(

没
” A

r
c
h
i
!

 

.bald c
l
a
r
k
R
e
r
r
〕

の
賢
明
と
經
驗
と•が
相
侠
つ
て
交
涉
は
希
望
を
も- 

:'
.

^

る
上
_

办
%
<
新
,1
>

:

:
_讓

が

：な

各

れ̂

^'
-

.
.<
0

提
案
の
童
要
點
^
^
^

•

は
、

オ
ラ

<

ン

ズ

政

府

は

、
共
和
國
政

府

が
1

8
^

連

合

軍

占

領

_

域

を

除

,-
-' 

ハ

て

、

ジ
ャ

ヴ

ァ
及
び
ス
マ
ト

ラ

に
權
¥

行
便
して

い
る

，こ

と

を

厲

め.

の
盛
木
線
に
沿
つて
.、
\

オ
ラ
ジ
ダ
、

ス
リ
ナ

(

ム
、

ク

ラ

す

オ

と

共

に

、

コ
ぺ 

モ

\

ウH

ル
ス
.の1.

員

と

な
る
の
•で
あ
る
。
こ
の
提
繁
は
イ
ン
ド
シ
ナ
に

- 

二
奴
け̂
-

ス
一'

フ
.v
x

'i
'

^

土
^
^̂ 

わ

れ

-

-•
•

;a

き

-

■

^

の
_

展
政
策

0

爆

1

;̂
:

震

^

€

ス
ル

 ̂

.

ら
、

ギ
リ
ス
で
は
な
く
て
、
中
央
集
權
的
色
彩
の
濃
い
フ
.ラ
ンX

で
あ 

.

る
こ
と
は
、
'オ
ラ
V
ダ
植
民
政
策
の
保
甚
を
示
す
も
の
と
一K
X-
よ
ぅ
。

、
.
.
Cの
提
案
は
’四
月
に
オ
ラ
ン
ダ
政
府
と
.共
和
國
代
表
と
非
共
和
國
侧
イ

.•
•

'

• 

七
.五 

'(

ニ 
九
五)

,



,

:

一一

m

學
會
韻
誌
：第
四
十
六
卷
ぐ
第
四
號

.
，

•

.

-ン
ド
ネ
ン
ア
人
と
の
間
で
討
論
さ
れ
た
。
そ
し
て
ゾ
'̂
リ

ル

は

反

對

提

，案 

を
行
な
つ
た
o
被
は
ィ
ゾ
ド
ネ
シ
ア

^
、
和

國

を

、

諸

島

'に

權

威

を

行

使

し 

て
い
る
生
權
國
家
と
レ
て
オ
ラ
ン

〖

ダ
が
認
め
る
'
と
が
出
發
點
と
し
て
み 

な
さ
る
べ
き
で
-̂.

り
、
そ
.の
後
に
、
す
べ
て
の
事
柄
に
つ
い
て
の
オ
ラ
ン

ダぅ 
i

:

 

:

i

l

l !
l l

の
.攻
験
に
5i
,v>
な
が
較
^

^
協
：.：へ
：

重
凇
l

-,
-

-

M

^

®

^

^

セ
I
ク
は
オ
ラ
ジ
ダ^
歸
'つ
^
。
.#*
:の
見
掘
は
务
働
黨
政
府*'
特
.
霖

_:

.を
下
院
に
®

Wす
る
た
め
に
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
旅
行
か
ら
歸.還し
た
フ
ァ

'

ン
•*
ボ

ル

委M
會

(
v
a
n

 w
o
u

 

c
o

B.m
i
s
s
i
o
n
)

'

か

ら

：£
强

く

反

對

さ 

■«-
奪

.
#
;a ：
；
會

は

.力

,v
'y
一
ー
ッ
ー
グ
.|
1
豐

；，マ:>
>
隹

：.ま

フ
;'
T
^.
i 
沐

ル
-:
:
- 

、(
M
a
x

 v
a
n

 1P.011)

で
あ
る
。
結
局
ロ
ー

へ
マ
ン
は
雄
辯
を
揮
つ
•で
力
ト

、

::

'リ
ッ
.和
黧
の
_
念
免
胃
-1
.で
續
^
_
淦
1'
已
:0
新

ム
^:
:
^
^
!
:
廣

成

嚷

せ

ノ

へ 

る
こ
と
に
成
功
1;
た
。
ナ
ン
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
力
’ (Y

J
E
i
t
y
)

を
認
必
な
、

.

け

れ

ば.な

ら

な

い

。

.
'我

々

は̂

ぅ
-し

て
:%

熱

心

旦

：
つ
：
誠

實

に

-

(

^

々

リ

ル
 

』

民

族

於

齋

者

吃

^■

ル
ん
丨
^

ど

—

ガ

众

彳

ぞ

扣

尨

那
 

す
る
こ
■
と
を
目
•、的
と
し
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い

ぅ
.«

0
が

彼

の

議

論

で〔 

あ
り
，れ
。
か
く
し
て
本
國
政
府
の
支
黹
女
得
た
モー

ク
は
バ
タ
が
ィ
ア
に'

戾
り
、
■五
^
十
九
！

i

に
シ
ャ
リ
ル
に
對
し
新
し
い
提
案
を
行
•つ
た

尸

そ

の:. 

w -
容
は
^
.ャ
'

T̂;
.
.に
..•
奴

：^
る
共
和
國
か
灌
威.に
事
實
^-
办

衆

爾
-^
與
^
る
.;'
'
. 

こ
と
、
典
和
國
は
王
國
內
の
連
邦
ィ
ン
ド
ネ
グ
ア
國
家
の
一
部
と
な
る
こ 

と
、
こ
の
よ
う
な
國
家
は
、
，も
し
そ
れ
を
選
ぶ
な
ら
ば
、■
適

當

な

暫

時

の

，

'

七
六 

一(

ニ
九
六)

'
 

,
期

間

の

後

に

將

來

獨

立

す

る^

^

を

も

っ

こ

と

を

理

解

す

ふ

も

の

で

あ

っ
•

'

■

た
。

-

.

’
■
• .
-

:

.

，こ
の
，
提

案

は.オ
ラ
.

V

タ
、
ィ
V 

f不
.
'ゾ
-T
間
の
妥
協
を
よ
り
現
實
的
た 

ら
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
共
和
國
侧
は
未
だ
不
滿
足
で
あ
っ
た
。
シ

：
厂

：：
；
：
ザ
:;
^
ル
«
玄
;̂
:̂
;
九

-0
办
^

-:
:
7
-
>
^
侧
勝
^

.

.
:
誃

：̂

沐
^
ァ)

• 
.

>
、タ
3;
冠
め
下
に
參
加
す
石
の'で
は
な
ぐ
て
、
む1
ろ
王
冠
と
：§
同
盟
の
： 

形
敗
を
主
.張
し
た
。
A 

' 

'
• 

v.

オ
ラ
V.
ダ
.，と
.イ

■y
'K
'^
.

r-
ア
■の1

父
..涉
：の
^
！̂
を

延

る

時

、

そ
の
.最
l?
'<
D 

不
一
致
は
、’
典
和
國
側
が
'
共
和
國
を
主
權
國
家
と
し
て
認
め
る
こ
と
が 

交
渉
の
‘出
發
點
で
あ
り
、
そ
の
他
の
こ
と
は
す
べ
，て
そ
の
後
に
來
る
、
と 

主
張
し
た
こ
と
で4

る
。.
こ
れ
は
、
、

已
の
足
で
立
て
る.よ
う
に
：な

っ

允

へ':ー
:-
:

^

獨
立
を
與

^ .
:

ダ
、；裊

れ

う

植

業

國

侧̂

主
贬
と
、
：へ
獨
立
を^

れ
ば
轧
立
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
自
立
で
き
な
い
の
は
む
ム
ろ
本
國
の
束

"
:
:、
，
ハ
.縛

佑

よ

：る

の.
だ

ゆ

と
1>
'

':

5
;~費

地

. »

の

定

論

、

)

'
卽

ち

從

來
_

•'
•「

ー
ら
き
た
爭
諭
と
茼
性
質
め̂
の
サ
あ
名
。
繰
か
返
さ
杯
で
ぎ
た.'%
の
故
に
、

. 

'そ
の
不1.

致
は
根
本
的
な
も
の‘で
あ
る
.と
云
え
.よ
う
。
'ィ
ン
‘
_ギ
ネ
グ
T
.の
.
.
，
.

V 

H 

:
場
脅
は
事
態
は
晃
1
進
展
4
.ズ
れ
る
：の
.
-1
:具
避

的

な

政

治

的

身

分

に

づ

-..
.

?
,■
>
> 

d

徽
取
議
鼠
歡M

芯
%

_
系
ゾ
メ
倾
ぽ
漸
事
態
が
適-1
1
す
沐
べ
從
來
の
. 

■•
>

-:
植

民

本

國

：ど

植

與

账

の

.麗
を
改
前
し
よ
ゲ
太
山
散
ガ̂

^

は̂
り
ィ
； 

ド
ネ
，シ
ナ.を
王
冠
.の
下
に
お
こ
.う
と
.す
る

。
，ィ

ン

*

—

ネ

シ

ア

は

之

に

對 

,し
て
、
:1
1
冠
と
對
等
の
關
係
を
も
と
う
と
す
る
、
こ
こ
>.
.お
い
て
オ
ラ
ン 

'

ダ
は
協
定
を
主
張
し
.、イ
ソ

ド
ネ
シ
ア
は
條
約
を
主
張
す
る•と
い
う
不
，
{
.
.

致
ヵ
坐
じ
た
£0
:て
'^
る
.-
0
;
.更
に
'こ
の
と
^
は
領
土
上
の
爭
を
來
し.た
。
オ
.:

•
 

■ 

-IN.

ゾ
^
は

::
'
典
_
國
の
庚
配
權
は
連
合
眾
古
顧
下
に
屬
し
て.いな
い
ジ
ャ

.
'

.
ダ

：
ァ
：
と
.：
マ
：
ド

デ

：
：に

の

み

、

_

上
.ぁ
る

と

..ど

を

認

め

た

:'
0

共
和
爵
侧
は
、

.
， 

>
C§
M
配
權
が
全
ス
.マ
.
h
ラ
？
セ
レ
ベ
ス
の
大
部
分
そ
の
他
の
島
々
に
も 

あ
る
.
.'-
と
^-
:
主
.張
し

た

の

で

あ

る

。

又

、

オ

ラ

，ン
ダ

•側
が
ィ
y

h•
'ネ
ゾ
.ァ
： 

を
連
邦
國
家
に
•し
^

3
と
し
た
こ
と
も
共
和
國
侧
に
度
對
さ
れ
た
。
共
和 

'國
の
民
族
屯
義
渚
に-1
.て
み
也
_

;»
-
已
め
'勢
カ
が
:^
;'
.
?グ
ボ
の
^
で

だ
.:
’ 

<:
■そ
，の
.他
め
地
方
^
も
及
ぶ
こ
と
を
菌
ん
だ
の
ば
當
然
で
あ
る
し
、
又
、 

'
.オ
タ
ン
ダ
.

：

の
連
：邦

案.ば
、

オ■ラ
.

v

タ
舊
，來

の

「

分

割

し

、

然

る

後

統

治

す 

る」

と
い
ぅ
姻
與
政
策
の
、.
新
た
な
装
い
の
下
に
お
け
る
復
活
で
は
な
い 

.

^.
と
疑
れ
れ
-

ー̂
で
あ
る
0
:省
實
巧
オ
：ラ.ン
：ダ

ば

共

和

國

土

の

あ

渉

&
平

.>
: 

行
し
.て
、
■ボ
ル
ネ
オ
、.セ
レ
べ
ス
，地
方
に
對
し
て
は
良
己
の
連
邦
國
家
の 

.

勒
鼍
免
順
調
あ
抓1
獾
^
.處

满

國

尊

九

り

象

制

ゅ

成

功

し

て

；
ぃ

各

<0
.
で
,:
:

:
.
: 

;f
e

:̂
>
p
.
:
'^.

0

贺

力

林

だ

九

四

• ！

ハ

年

六

月

十

波

日

か

ら

J

一
 
中
！

€>
;
:マ(

'
\.
- 

リ
ノ
會
謂(

M
a
l
i
n
o

o-o
n
f
e
r
e
n
c
e
)

に
.表
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る 

「

が
、:>
:
'
'
:の
：麗

ぼ

呀
>

デ
ネ
ア
ァ
^ ,
-

お
.

£

が

連

邦

主

證

汝
»:
;

^

の
間
題
と
關
連
し
て
後
に
述
べ
る
。

’ 

■ 

' 

‘
 

他

方

、
オ

ラ

ン

，ダ

本

國

で

は

、

五

，

ニ

十

一

日

に

.ス
■へ
ル
.メ
，ル
ホ
ル
ン
內 

関
は
辭
職
し
、
■
月
|
;:1
;
ね
.
文̂リ

：：

力
ぁ
黛
、
\置
翁

め

響

內

閣

紙

成

;'
- 

立
し
だ
。
そ
の
へ
1
率
は
前
港
が
三
〇
パー

セ
ン
ト
、
後
者
が
ニ
四
パ
'|
セ 

.ン
，ト
と
运
わ
れ
る
\°
モ
:!
ク
の
强
力
な
支
持
者
、
卽
ち
共
和
國
と
の
が
乂 

. 

.渉
'の
'支
特
者
で

..あ^

.

. 
ロ
.
！

へ
マ
シ
は
、
' 

.

.力
■
ト

リ
:'

/

ク
.黨
の
.
my.
ク

マ
-シ
..

<
;J

-§k
m
a
n
)

と

.f
t
つ
た
。
し
か
し
內
関
の
政
策
は.,
*
そ

の

政

黨

勢

力

の

.、

.

リ

ン
.
ガ

(

ジ
.
ャ

テ

ィ

協

定

に

っ

，
ぃ

て
⑴

''

バ
ラ
ン
ス
の
上
か
ら
差
當
つ
■て
變化
.が
な
か
つ
.
.た
ょ

ぅ

で

.
あ

る

0
カ
ト
リ 

ジ
ク
•黨

そ

の
も
の
の
性
撕
は
必
ず
し
も
右
冀
では
な
か
：っ
た
^;
し
い
0 

. 

へ
、ル
：ブ
ラ
.ン
が
ィ
城
：
カ
>
リ
ッ
.ク
黨
が
社
會
主®

と
連
繫
し
た
こ
と'
:

を
憤
つ
て

，い

る

。

ヨ
ン
ク
マ
ン
は
カ
匕
リ

^

タ
黨
で
は

’
お
る
が

^

モ
ー
：
：

,ク
、
：一
f :

へ：
.マ
ン
：と
思
想
を
同
；じく
，
す
る
ス
.テ
ユ
_ 

V
へ
0
d
.
s
-,

の
指
導 

的
メ
. >\.
ハ
 

I で
汍
っ(

• «
: 

•ノ 

- 

イ
ン
ド
ネ
グ
T
で
は
、-交
渉
の
.共
和
國
側
の
立
役
者
、
シ
ャ
リ_ル
が
、

. 

長
月
ャ
萍
七
日
に^
ダ
ダ
す
ラ^

:

..Q-kt41ala:tka::>

--'

の
一
.味
に
：ょ
0
.
 

_
誘
拐
さ
:^
る
と
^

事̂
件
於
起
っ
^'
ク
し
か
；.
モ

ー

：
ク

は

苒

び

交

渉

を

.
： 

始
め
た
。
_八
月
十
七
H
、

オ

ラ

シ

グ

議

會

(
s
t
a
t

.G>s-General)
，

は
將 

來
の
.交
渉
に
，お
い
て
オ
-ク
ヴ
ダ
政
府
を
代
表
さ
せ
る
た
め
に
總
合
要
員
會 

(
c
o
m
m
i
s
s
i
o
n

0
§
肖
»5
0
を
つ
く
る
_法
淨
を
制
定
し
た
。
こ
の！
^

會
は
へ
ー
グ
に
砠
罾
せ
ず
、
，そ
の
場
で
交
渉
し
、

•協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で 

き
る
と
い
づ
殆
ん
ど
完
全
な
權
力
を
興
え
ら
れ
た
。

モ
ー
ク
は
、
そ
れ
以 

，前

に

は

一

々

へ

.
1ダ
に
伺
い
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ 

$

、：

起
の
：l-
'』

の
委
員
會
の
|
阮
定
：は
：藉
國
と
の
犓
定
既
立
を
容
易
に
じ

.

- 

■•
,
翁
_
思
わ

れ

灸

：委
員
長
ル
前
首
批
、
：；勞_黨
の

ス

：：ぺ
：
：
ル

ぐ

メ

ル

:
 

.あ
力
、
そ
の
メ
ン
バI

に
は
、
先
に
記
し
た
モ
•丨
ク
反
對
の
が
ト
リ
ッ 

ク
黨
の
フ
ァ
ン
•
ボ
ル
、
オ
ラ
ゾ
ダ
船
舶
會
社
の
前
社
長
、
デ
•ブ
ル 

(
F
e
i
¥

を

w

o

s

>そ
れ
に
モ
I
ク

-•
%
如
わ
つ
て
い
たo

卽
ち
こ
の 

委
員
會
そ
の
も
め•は
連
立
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
委
員
‘

一：層
我

；

T

九
四
'念
年
九
月
叹
末
ぬ
碑
タ
ガ
ィ
が
祀®

^
、
だ
の
.努
力
は
：七
，

：

,
 

.週
間
後
に
リ
V/ -

ガ
ジ
ャ
テ
ィ
協
淀
に
結
實
し
た
共
和
國
、
オ
ラ

v

タ
双

七

七

C 
ニ
九
七
：

>



方
の
間
の
ギ
ャ
マ
プ
に
揺
渡
し
を
し
た
篇
耍
因
は
次
の
-±
ぅ
に
指
摘
さ
れ 

て
ハ
る
。,一
、
ヶ
ッCK

O
e
t
s
)

馨

、
.

i

 
ッ
博
士 Q

r
J
P
.
J
，
K
c
e
t
s
)

 

長

と

步

の

ぎ

フ
v
-^
^

^
團
.が
^
:^
^

:^

吿
書
を
提
出
し
，た
が
、
そ
の
內
容
はi

國
に
對
し
.て
非
^
に
友
好
的
で 

t

フ
ー
ゾ
％

か

經

篮

鐘

久

の

齩

迫

、

”
ゴ
.

一

0
&

%
ギ

I
 

:

_
0 -

繼
歡
納
酸

1 ;
;

1 -

翁

撰

货

霄

め

減
«

へ
请
.
_
'

「

: 

會
お
ダ
於
>

#

^

於
做
代
表
ネ
ゆ
會
禳
沙
韻̂

^

め

赵

ィ

：ギ

戈

^

;:
"
ム 

の
キ
レ
ア
ソ
卿

p
o

r
d

w
i

l
l

e
a

r
x

i
)

の
罨
搫
的
齡
響
、
が
擧
げ
ら
れ
て

.

い
る
。
と
も
あ
れ
、
共
和
國
、
オ
ラ
.ゾ
ダ
观
の
畏
い
交
渉
、
グ
ャ
リ
、ル
と 

)

モ
!:
'
'グ
0

_
は
：ー
»
ご
^
リ
#
ガ
^
ぼ
ァ
3 

で
あ
る
。
次
に
こ
の
協
定
の
內
容
そ
の
も
の
の
檢
討
に
移
る
。
，

•
(

1

)
W

o
l

f

 

;
I
n
d
o
n
e
s
i
a
i
l

 

S
t
o
r
y
,

 

p
.
:
3
2
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' 

.
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G
e

r
b

r
a

n
d

y
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n
d
o
n
e
s
i
a
,

 

p
.

 

p
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(
C
o
)

 

c

-r
f

ei
b
i
d
.

 

p
p
.

 

6
2
, 

6
3
. 

、
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c
o

s
a

r
d

.
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:
Q

U
^

t
i

o
n

 

d
M

n
d

o
n

- ri
e
,

 

p
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:
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(
i
o
)

 

W
o

l
f

;

 

o
p
.
,

 

c

i

r

p

.
 

3
5
.

(

6

\
 

运
-o
o

k

;
 T

b
e

 

S
t

a
k

e
s

 

o
f
.

 D
e

m
o

c
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a
c

y
:

 

i
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§
t
h
e
a
s
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A
s
i
a
,
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.
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.
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.
l
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p
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1

4

.
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.
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.
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.
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r
b

r
a

n
d
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o
p
.

 

c
i
r
.
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.
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-

.
_
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こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
觸
れ
る
。
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(

1 4)

 

v
^
o
l
f
;

 

o
p
.

 

c
i

r

 

p
_ 4

3
. 

•

■■
■:.パ
.
.，

ぐ、
*.'
'
-
■ 

---

.

. y 
-
 

-.
\
へ：-
.. '

.

.

.

.

.

.

■.
.故
マ
ル
ク
•
ブ
ロ
ッ
ク
教
授
の 

歷
史
理
論

.に

つ

い

て

/

ノ
ン
，

.

:::
.
'卜
；''
:

V

^

筆

1

史

舉

の

た

め

：の

辯

明

1
:
:
の
ノ
 

.■:
'
•
'.:

レ
.
.

.
, 

-
紹
介

.

_ 

,

そ
の 
一一

：

*

.

•

/
 

、.
渡
邊
•
'
國
廣

：

著
者
が
經
濟
史
家
と
し
て
我
が
國
钇.紹
介
さ
れ
て
か
ら
旣
に
久
し
い
。
：
 

'
;
_
1は

1 -
纂

:̂
_

方

法

論

的

夜

爾

ぁ

り

、
て

朱

完

容

着

に

.、ぉ
ぃ 

て
著
者
は
歷
史
硏
究
の
正1
い
態
度
を
說
か
ぅ
と
す
る
办
で
あ
る
。
ァ

：

;'
»

、
':
;

;̂
本
書
0 :

梗
_
紙
び
^
ぞ
：の
成
龙
;*
惙
に
顧
.̂
:
ズ
は
旣
に
柴
田
ー
ー

.ー̂

 ̂

3
べ
氏
攸
ーT
M :
^,
*
顏

究J/:

第J

 

■

服
を
載
く
こ
と
と
し
、
こ
こ
、に
お
い
て
は
餘

-̂
に

簡

潔-^
:
怫

語

を

以

て

顧
 

:

.:息
れ

て

ゐ

妒

た1.
_
に
_ 
■

の
部
鼠
に
困
難
な

戈

書

勿

全

體

を

遂

次

忠

實

に

紹

介

妄

其

職

：v

-

r

H

■■

:

、

.'
-
 

.

; 

.
 
.

■
:-

氺

,
.
.
.
.
:
 

•
..

.
.

.
.

.

-

-

つ

麼

史

家

靈

擇
9
,
:
:
八

..N

:.
:
'
:
:
:,
:

'

_
史

：と
、ぃ.‘
言

葉

は
,

^
贫

ぃ

言

歡

电

ぁ

り

(

^

退

屈

き

：せ

ら

れ

る

樺

で

嫁

る

。
：語

議

の

J
ち
.か

め

實

葉

を

完

垒

に

削
 

:除
す
る
言
翦
請
ざ
枚.る
迄
:̂
な

：つ
：
て
：ゐ

：る

し

、
ー

5
ァ
-
ル
.ヶ
ム
：派
の
、，
 

:

社

會

學

者

德

狀

歷

史

と

い

ふ

：こ
：
の
：言

葉

め

た

め

に

：揭

顶

を

苺

竹

：：ズ
：ゐ

る

と
.， 

:
_し
て

も

、::
-
'
;
粮
1,
そ
^
場

合

ネ

と

め|日
葉

を

人

間

怜

關

す
::
?
>
.
樣
^
な

擧

問.の
':ー

問

と
.い
ふ

一

勺

の

粋

の

な

か

，に
，お

い

で

、
.彼

等

に

ネ

つ

て

合

理

的

分

析

が 

' 

.句

施
.と思

.：

は
れ
石
 > 」'

と
金
部
を
社
會
學
一
の

:^
が

レ
^

0
め
',
>

»
本

表

谪

的.. 

3
沱

あ

る

ど

：同

時

に

最

^
^
^
^
|
^
.

る

上

判

斷1;
:
.
^
<
間
に
冷
い
^

0
諸

：
； 

實
を
禮
投
込
ズ
龙
の
セ.あ
う
.
，

：::
- 

:

へ

-.
然
$
歷

史

劣

い

ふ

と

の

言

葉

：に

對

し

て

は

遊

に

そ

の

.持

つ

最

大

の

意

味 

:

.
•象

&

が
：れ
：な

け

机

ば

な

ら

#
^;
?
固

：ょ

り

歷

史

友

靡
^
の
蒈
葉
过
:'
;:' 

..
■
'
M
:か
社
會
若
t

L

V

.時
的
^

®
め
描
寫
か
最
;%
丸
續
的
办
要
漾
の；'■
:■-
 

追
求
か
に
：

R

點
を
置
く
こ.
と
に
な
つ
て
ゐ
る
硏
究
の
如
何
な
る
方
向-i
p 

■'
:
以
て
制
限
は
む
な
い̂

、
，
又
.そ
れ
自
體
の
士
ち
に
如
何
汝
ぶ
規
定%.
含
ん
士 

で
は
.ゐ
；な
い
0
で
あ
つ
て
、-最
初
の
细
鼠
に
從
へ
ば
へ

r

硏
究
す
る」

と 

い
ふ
..な
と
划
外
';
0
何
窜
に
.も
當
嵌
ま
ら
な
办
づ
た
。■膨
史
と
い
ふ
こ
の
胃
、 

葉
は
今
か
ら
ニ
千
年
以
上
も
前
に
、人
々
の
ロ
に
現
は
れ
、
爾
來
多
く
の
菡 

.

.^

.た
內

容

裏

つH

來
た
が
,

-
の
點
ば
如
何
为
が
辭£

私
い
：て

崔

：

.

に
生
き
たW

K

王
部
の
運
侖
で*>
•
る
と
い
ふ
ほ
か
な
く
、
若
し
擧
問
が
そ
ー 

、
の
發
昆
物
の1

つ
'
一
 

つ
に
對
し
て
新
し
い
呼
び
名
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
と
し
た

^
、學
問
の
領
域
に
お
い
て
如
何
に
多
く
の
名
前
が
作
ら
れ
、 

又
如
何
に
莫
大
な
時
間
の
浪
費
と
な
る
こ
と
で
あ
ら
ぅ
。

ギ
リ
シ
.ャ
人
の
輝
か
.し
い
こ
の
呼
び
力
に
大
人
し
く

 

i

に
止
ま
り
は

故
マ
ル
ク

•

ブ
.ロ
ッ
ク
欽
授
の
歴
史
理
論
に
つ
い
て

.

J
V -

す
る
が
、，
.
ヶ
..ル、ゥ
' 

T

ジ
卿
や」

フ
シ
.ジ
.
、̂ゥ
ァ
シ
の
物
理
擧.ヵ
ア
.リ
_ス
..ト
テ 

-
、
レ
ス
の
物
锂
學
で
な
い
如
く
、
今'0
歷
史
と
い
ふ
場
合
ミ
レ
ト
ス
の
へ
ヵ
，
 

タ
ィ
ォ
ス
が
#
，い
た
歷
史
で
抆
な
い
。
然
ら
ば
歴
史
と
は
何
か
。

.

’：
 

然
し
問
題
は
長
く
て
嚴
袼
な
歴
史
の
定
義
を
確
立
す
る
し
と
を
以
て
解

. 

決
^
办
ゐ
o

&
は
龙
；̂
:親
、に
'熱
心
为
硏
篼
者
の
猶;%
が
信
仰
の
1

と

： 

%■
い
は
る
4
き
そ
の
.や
づ
に
15
密
な
歷
臾
の
定
義
を
確
定
す
る.た
め
に
絕

:

知

識

に

對

す

ー

る

灰
.̂
-ぎ
.る
熱
^
の
^

-.
%
'0
最

七

の^
の
>
些
か
も
受
X'
れ

. 

な
い
の
で
ぁ
つ
て
、
研
究
の
對
象
と
し
て
未
だ
完
全
に
決
定
し
た
わ
け
が
、

:

:
.
.'

一
_

い
學
間
^
歐
^
各
熱
驾
の
镦
が
が
軌
わ%;
;
硏
究
め
.範
圍
を
擴
大
-'
1
.ょ
.： 

パ
：
度
^
い
：ふ
^

^

-無
し

：に

セ

で̂ま

本
,:
6
又
定
義
め
有
害
な
危
險
ば
明

:

:

<:
■
■

確
匕
限
定
才
务
>.
-
是
々
^
^
务
程
愼
重
に
取
扱
は
れ
で
办
众
い
と
と
で
：

ぁ
.：

：
.

: 

.
;
#
ぢ

.：補

へ

：说

邊

境

：の
：神

ギ

.©
#
人
が
^

. 

■
.
ふ
翻
度
は
疑
ひ
も
な
く
魅
カ
が
ぁ
る
ふ
の
か
も
知
れ
な
い
。
然
し

…
…

そ
.

マ
.れ
：が
膣
^'
で
^
な
い
.

い
：％

ゐ
.る
：̂
れ
ぶ
^ - 

:

こ
-:/.

が
"
熟

練

職

人

に

：對
し
：
て
：認

拎

^
れ

光

社

事

を

明

憲

し

^
文

仕

事

の

ヤ

ぐ 

':
/
•'
:覺
表
：E

I

B決
署

見

た

な

ら

®

：
特
許
狀
を
捋
っ
セ

 

： 

け
そ
れ
に
從
事
す
る'こ
と
.を
許
す
如
く
ヶ
蹦
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

''
/べ
:.
.
\ニ
と
：'に
^
く
歷
^

1
忟
無
限
^

^

混̂
^

^
せ
.

^

直̂
面
し
て
_
;

.ン
>
..
'，已
め
道
具
努
適̂

^
べ
舍
特
別
^
事
項
^
必

然

的
-^
値
^

^

^

に̂

な

..、
 

つ
た
。
そ
の
た
め
に
歷
史
家
は
す
べ
て
の
證
據
に
お
い
て
例
へ
ば
生
物
學

、
.

.
苕

の

選

擇

，と
同
，
一
，で
は

.な
く
、
歷
史
家
本
來
の
選
擇
を
行
な
ふ
、の
で
ぁ 

り
、
正
し
い
_

に
.從
ふ
こ
•と
が
歴
史
を
硏
廣
す
る
際
の
眞
の
態
度
で
も

,

■_ 

,
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